
 

 

 

 

 

 

 

 

まえてつ通信 2nd 

 

NO. 053 2017.7.14 

 

長崎県議会議員 前田哲也通信 

◎新会派「自由民主党清風会」結成しました 
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一昨日本会議が閉会しましたが、閉会後 11人の自民党議員で新会派「自由民主党清風会」を議長宛に

届け出ました。 

会派設立の理由や経緯等についてはテレビ、新聞等の報道でもあっており、激励も頂いておりますが、

取り急ぎ皆様方に新会派設立後、記者会見を開く予定で（実際は開かず）会見要旨を作成していた内容を

お知らせします。 

前向きにとらえ、これまでとの違いを早速「見える化」して、会派を別にしたことを評価して頂けるよう取り

組み加速します。今後ともよろしくお願いいたします。 

今般、新会派を結成しました。 

直接的なきっかけは会派運営に対するものであり、議長辞職による議長候補を会派内で決

める際に、良識的かつ公正な運営に欠け「強引な手法」で決定をしたこと、また慣例に従い

議論を進めていくというものがそうでなかったことに起因しています。 

 具体的に述べれば、候補者複数の場合は慣例に従うならば適当な日にちをおき種々調整す

るなかで決定してきたのがこれまでの慣例であり、私たちは「議長は議会の第一会派から選

出されるものであるが議会全体にかかる案件であり他の会派にも候補者の周知期間があるこ

とが望ましい」「自民党だけで決めたと報道される危惧」「都議選の反省に立ち時間をかけ

てオープンに行うべき」との主張をしたが、「時間がない」「そんなことは関係ない」との

ことで即日に候補者を決定されました。 

自民党が慣例によって議長を決めてきたのは、若い世代に経験を積ませ、政治家として成

長させてひいては安定した県政運営をするためです。今般そのような思いに反して立候補が

あったことは大変残念な思いもしています。 

全国の県議会で自民党の会派が分かれて議会運営を行っている県は 10 県近くあります。私

たちは県議会において過半数を占める責任において、県民の信託に応え、県勢浮揚が至上命

題であるならば、今の県政に対してもっと是々非々でのチェック機能を強化し、政策提案を

活発に行わねばならないわけで、そのためには日常的に政策を共有し危機意識を持つもので

会派を別に組み、自民党内で互いに切磋琢磨するなかで政策提言のレベルをより高めていこ

うという手法を今回とることにしました。 

 また、自民党だけではなく、基本的に同じ方向性の保守層の県議も迎え入れることで政策

に厚みと深みをもたせようと他会派にも一緒にやろうと働きかけも行っていきます。 

 人口流出、少子高齢化による人口減少、また三菱重工業に代表されるような産業の低迷の

なかで私達に課せられた責務は大きく県政の停滞は許されません。スピード感をもって真摯

に取り組んでまいります。 

【自由民主党清風会メンバー】  ※（  ）は選挙区・期数 １期＝４年 

橋村松太郎(諫早 5)   坂本 智徳(対馬 4)  瀬川 光之(西海 4)  下条ふみまさ(長崎 3) 

外間 雅広(佐世保 3)  山本 啓介(壱岐 2)  ごうまなみ(長崎 2)  宅島 寿一(雲仙 2) 

近藤 智昭(南松浦 1)  里脇 清隆(大村 1)  前田 哲也(長崎 2) 


